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1. 研究計画の概要 
 
この研究は代数幾何学，可換環論，組み合わ
せ論に深く関係している．国内外に関係する
研究者は多いので，研究集会などに参加して
互いの最新の研究成果を交換して研究を促
進する．また，この研究に関連した書籍が毎
年多数出版されるので，それらのうち重要な
ものを選択して購入し研究に用いる． 
 また，研究歴が長い研究者ばかりでは発想
が固定されがちなので，若い研究者を講演や
意見交換に招いて，さらなる理論の展開を図
る． 
 
 以下で各研究者の取り組む問題を挙げる
が，これらは密接な意見の交換をしながら協
力しあって行う． 
 石田は実扇などの組み合わせ論と関係し
た部分を調べると共に，計算機を用いて扇上
の複体によるコホモロジー群の計算など，具
体的な計算にも取り組む．また，この研究の
総括も行う． 
 雪江は概均質ベクトル空間商空間とモジ
ュライ理論の関係について研究する． 
 花村はトーリック多様体のカテゴリーに
おけるモチーフ理論の構成の可能性につい
て研究する． 
 凸多面体は射影的トーリック多様体とそ
のアンプルな直線束を与えるが，その完備線
形系が射影空間への埋込みを与えるとは限
らない．尾形はこの直線束から得られる正規
次数付き環がいつ次数 1 の成分で生成され
るか，また定義イデアルがいつ 2 次式で生
成されるかなどを研究する． 
 原は可換環の性質を調べるための様々な

不変量について，トーリック多様体の場合を
重要な具体例として計算して一般論への還
元をめざす． 
 梶原は扇の理論と対数スキームの理論と
の関係を中心に調べる．また，トロピカル代
数幾何との関連についても調べる． 
 足利はこれまでに一般型の代数曲面や代
数曲線の退化について深く研究を行ってお
り，退化をトーリック多様体の族の中で実現
することを中心に応用の研究を行う． 
 高橋もこれと同様に不変量を指定した一
般型代数曲面の構成にトーリック多様体の
族を用いて実現を図る． 
 また，土橋は代数多様体の分岐被覆の問題
をトーリック多様体への埋込みと超幾何微
分方程式の理論を用いて研究する． 
 佐藤はトーリック・ファノ多様体の分類を
されに進め，さらに得られた分類を用いた多
種の研究を行う． 
 
2. 研究の進捗状況 
 
石田はトーリック多様体や凸多面体，連接層
のコホモロジー群の記述などの研究を行っ
た．特に半群環の局所コホモロジー群と射影
的トーリック多様体上の微分層のコホモロ
ジー群に関する消滅定理との関係について，
錐から構成される複体を用いて解明した． 
 尾形は、トーリック多様体上のアンプル直
線束の正規生成性について研究している。今
年度は、3 次元の非特異トーリック弱ファノ
多様体上のアンプル直線束がすべて正規生
成であることを証明した． 
 原は正標数の非特異代数多様体のフロベ
ニウス射が経由する正規代数多様体のもつ 
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F-sandwich 特異点について，F-正則性や大
域的 F-正則性との関連を中心に研究した．ま
た，F-正則でない F-sandwich 曲面において，
F-爆発と最小特異点解消とが一致しない特
異点の例を構成した． 
 足利は安定曲線族を持つファイバー曲面
について, 吉川謙一氏と共同でドゥリーニ
ュ・マンフォードコンパクト化上に符号数因
子を定義し, それを有理線形同値の中で有用
な形に書き直して, もとのファイバー曲面に
具体的に引き戻すことで良い定式化を得た．  
 高橋は有理曲線および楕円曲線上の 3次元
射影空間束のある種の相対 2次超曲面の分類
に関して結果を得、現在投稿中である． 
 梶原はおもにトロピカル非特異トーリッ
ク多様体内の超曲面が固有に交わる場合の
交点重複度のトロピカルな公式，および，固
有に交わらない場合を含めて交叉積を扱う
研究，さらに，対数構造を応用したピカール
多様体のコンパクト化の研究を実施してい
る． 
  
３．現在までの達成度 
 
② おおむね順調に進展している． 
（理由） 
上述の進捗情報の他，その他の連携研究者も
それぞれ担当分野について，トーリック多様
体理論の応用に関連した研究を行い成果を
得ている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
これまでの予定通りに研究を進めて行けば
良いと考える． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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